
中学部研究

研究テーマ
知的障害等を合わせ有する肢体不自由の生徒の教科指導について考察する

～「やりがいのある活動」と「手ごたえを感じる活動」を目指して～

２ 目的
▶特別支援学校学習指導要領の基本的な考え方と方向性について理解を深める。
▶教科等を合わせた指導の基本的な考え方について理解するとともに、「学びの連続性」や「教科
横断的な視点」を踏まえた作業学習の授業づくりを目指す。

▶知的障害等を合わせ有する肢体不自由の生徒の学習指導における配慮事項について、教員間で意
見交換しながら考察し、指導に生かす。

３ 研究の実際
＜作業学習に関する共通理解＞ ＜授業づくりの視点の共有＞ ＜時間の構造化＞

＜目標、活動の焦点化＞ ＜挨拶・報告等、ルールの明確化＞

１ 研究グループの概要
（１）在籍生徒数 Ⅰコース 在籍生徒（知的単一：２０名、知的代替：２名）

Ⅱコース 在籍生徒（重複：3名） 計２５名

（２）研究対象授業 作業学習（農園班、手工芸班、リサイクル班）

（３）研究グループ 各作業班の担当教員＋学部主事＋教務主任

４ 成果と課題

◎肢体不自由の生徒の指導において、自立活動の視点
（主に環境の把握、身体の動き、コミュニケーション）
を踏まえ、支援方法や教材・教具の工夫を図ることが
大切である。

・活動の焦点化とスモールステップ化の視点をもち、
授業づくりをすることで、生徒一人一人がやりがいや
手ごたえを感じながら活動することにつながった。
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④活動の流れ

＜農作業＞
＜手工芸＞
＜紙漉き＞

＜成果＞重複障害の生徒の学習指導における配
慮に関する考察を手始めに、教師の共通理解の
基、作業学習の授業実践研究を通じて、生徒の
実態に応じた手立てや教材づくりへつなげるこ
とができた。

＜課題＞中学部３年間で生徒に身に付けさせた
い力を明確にし、生徒の実態に関する教員の共
通理解を基に、各教科の「見方・考え方」を踏
まえ、教科横断的に資質・能力を育むことを目
指す授業実践を行うことが重要である。


